
　具体的には、新型コロナウイルス感染症対策として、引き続き、医療提供体制の確保や

検査体制の強化、ワクチン接種の加速化に取り組むほか、感染予防対策の普及に向けた認

証店支援策など今後の追加経済対策に要する経費を予算化

　※平成２２年度から令和２年度は最終予算額、令和３年度は９月補正（第６号）後現計の累計

○

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
令和２年度

９月現計予算額
 A

令和３年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100現計予算額

令和３年度９月補正予算（第６号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算は、長期化する新型コロナウイルス感染症対策に要する経費や、４月に

発生した凍霜害を含む自然災害への対応に要する経費、その他６月補正予算編成後に具体

化した施策に要する経費について予算化

今回補正額 補正後予算額 B

一 般 会 計 1,279,082 1,129,802 59,444 1,189,246 93.0

うち 震災対応分 212,356 41,227 90 41,317 19.5

特 別 会 計 405,036 397,401 397,401 98.1

うち 震災対応分 2,219 2,468 2,468 111.2

準 公営企業会計 3,919 7,247 7,247 184.9

うち 震災対応分 627 120 120 19.1

公 営 企 業 会 計 46,983 45,331 45,331 96.5

うち 震災対応分 398 121 121 30.5

計（総会計） 1,735,019 1,579,781 59,444 1,639,225 94.5

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆５，２３４億円（総会計）

うち 震災対応分 215,600 43,936 90 44,026 20.4

○

　また、凍霜害を受けた果樹農家に対する営農継続支援や２月に発生した福島県沖を震源

とする地震による被害を受けた中小企業等への復旧支援、県産材を活用した置き型授乳室

の試作などに要する経費を予算化

※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある
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